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は じ め に

著 者らは1961 年10 月20 日より1962 年1 月2 日に至

る期間，　WHO の委嘱 により 泰国 の 東 北部Kalasin 州

において， 人体住血吸虫症の 流行 の 有無 を調 査し， 同

地域には 住血吸虫症 の感 染者 は ない が， ふhistosoma

枦みxゐ なのセルカリア による皮 フ炎 が濃厚 に分布するこ

とを明 かにした．又そ の際， 同地域 の 住民 の 検便で，

その半数 以上 に エ キノストーマの 虫卵と 思われ るもの

が証明された．そこでこ の虫卵の由来を明 かにするた め

に，同虫卵陽性者3 名 に駆 虫を行 い排 出された虫体を精

細に観察し た．そ の結果， 本虫体は棘口吸虫科に属す る

尺かoderaeum 　conoidei回’　（Bloch，　1782）　Dietz，　1909と同

定 され た．本種吸 虫はすでに鳥 類の寄生虫 として世 界各

地 からの報 告はあるが，人体からの寄生例は未 だそ の報

告をみ ない ．とこ ろが，泰国東北部におけ る本種吸虫 の

寄生虫 の寄生率は 極めて高く， 偶然寄生例 とは考え られ

ない．恐 らく同地 域の住民 の食 生活 から考えて，本種吸

虫 の寄生 は古くから当地域住民 の間に広 く分布してい た

と思 われる．以下に同地域における本虫 の寄生状況 とと

も に，本種成 虫の形 態同定の根拠について報告す る． な

お検便 の結 果，本 虫以 外にも0 μ が加々／出 石wr ふ・fあ

るいはTa 回 忌 の類 がかな り 高率 に寄生 がみられたの

で，そ の成績 につ いても簡単に報告し てお く．

調査の地域，対象及び方法

調査地域はFig ．　1に示した如く，泰国東北部のKala・
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sin州の湖沼あるい は河川の流域の5 つ の部 落であっ た．

最初 の調 査の目的 が住血吸虫症 の流行 の有無 の調査 と

い うことにあっ た ので，まづこ れら地 域全住民870 名に

ついて， 日本住血 吸虫成虫のV ．B．S．抽 出抗原を用いて

皮内反応 を実施し，反 応陽性 者及び疑陽性者に便 の提 出
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Fig．　1　Map　showing　survey　area　in　Thailand
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Table　1　The　subjects　of　stool　eχamination　forparasite　eggs　in　Kalasin　province

，

North －east　Thailand

Village

Ban　Nong
Pong

Ban　Pone
Tong

Ban　NongKung

Ban　NongBua

Ban　Ko －Koag

Total

No ．　exami－　No ．　of　posi－　1N0　．exarnlneG

ned　for　bil－　tive　cases　for　parasite　eggsharziasis　　with　intrader

－　among　thosewith　intra

－　mal　test　for　
眄`l 嵒showeddermal　test　bilharziasis　posit

！ve　dermalreaction

132

208

194

n6

220
－

870

57

125

125

88

1川511

39

61

35

47

72

254

をもとめた．その結果870 名中皮内反応陽性又 は疑陽性

者は 計511 名 であっ た族 その うち便 を提出し たものは254

名 であっ た（Table　1参照）．

検便法 は 直 接塗抹法（24×24　mm　カバ ー グラス 使用）

と，遠心 沈澱法（AMS　Ill　法）の両者 を併用 した．提出

され た便は， 現地において，そ の日のうちに検査を終了

した．

検 便 成 績

各部落別に 検便成 績を 示 しだのがTable　2　であ る。

す なわち，検査人員254 名中7 かソ）砲 がyix£？xμμconoideum

の 虫卵陽性者は140 名（55．3％）で，これ を部落別 にみ

る と，　Ban　Ko－Koag　では72 名中53 名（73．6％）で最高

の 寄生率を示し， 次い でBan　Non　Baa　 では47 名中31

45

名（65 ．9％），　Ban　Pong　Tong では61 名中37 名（60．7

％） と 高かっ たがBan　Nong　Pong　 では39 名中15 名

（38．5％），　Bang　Nong　Kung　 で は35 名中4 名 （11．4

％） と稍寄生 率は低かっ た．

なお 他種寄生 虫 にっ いてみ ると0 μがhorcl．ふviver －

／’心 は254 名 中250 名（98 ．5％）と殆 ど全員に感染 がみ

られ，部落 別の差は全くみられない． なお興味あ るこ と

は， 鉤虫の感 染は254 名巾115 名（45．4　％）に みられた

が， 蛔虫卵陽性者は二 人もみ られなかっ た． 乂ng 心sp

・ の虫卵が26 名（10 ．2％）にみ られ たが， 本虫卵が無

鉤条虫か有釣条虫卵がを確認 することはできなかっ た．

なおTable　2　に示 してあるが，　Opist 加ノフ／ふ 皆lw7‘－r

沁 の虫卵は直接塗抹 法のみでも，同虫卵陽性者250 名

の うち220 名 に検 出されてお り，又 μ かり＆ 八回心 の虫

卵 も140 名中42 名 に 見出されているこ とは， こ れらの

吸虫がか なり濃厚 に寄生 しているこ とを示してい るもの

と考えら れる．

駆 虫によっ て得られたHypoderaeum

conoideum 成 虫の形 態

本種虫 卵陽性 者3 名 に駆 虫の 日的で，空腹時 四塩化エ

チ レンを5cc づっ 与えた ところ， 合計40 虫 の成 虫が得

られた．こ れらの成虫の子宮内虫卵 と，糞便 内排 出虫卵

とを比較 の結果同一 種に属するこ とが確認 されたので，

ただちに70 ％アルコ ールで 固定 後， ヘ マトキシリ ンあ

るいは カルミ ン染 色をほ どこし， 永久 標本としてもち か

え り， その構造形 態を詳細に観察し た．本虫体の形態，

構造 はFig ．　2 に， そ の 計測値はTable　3　に示 した通

りであ る．すなわち体は一般に背 腹に扁平 な円筒状で，

Tab ］e　2　Stool　eχaminations　for　ova　of　helminths　by　both　direct　smearand　AMS　centrifugation　technique

Villages
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Ban　Ko－koag

Total
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．

39
61
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Fig ．　2　The　adult　of　j旡ゆりjr・77・1’x・／7・　conoiden。，

F 畆　3　Egg　of　 月y 戸りぷ・raeurn　r。。oidei。777

体長は7 ～10　mm，体幅は1 ．0～1　．5　mm　を算す．体表

は平滑で，陰茎嚢と腹吸盤がやや突出する．頸部の襟

（Collar）の膨隆はかすかに認められたが， 冠棘は極めて

不鮮明と云うより，全虫体について調べたが，そのいず

れにもその存在を確認し得なかった．体前端の囗吸盤は147

－158×168－210μで， それに続く約50 μ の短い前’

咽頭を隔てて囗吸盤とほぼ同大の咽頭があり，更に短い

食道を経て左右の腸管に分岐し，体の後端に達して盲端

に終る．腹吸盤は体の前方1／7に位置して，口吸盤より

遙かに大きく， その直径は600 －700μに達する．

（150 ）
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Morishitaand

Tsuchimochi
（1925）Yamaguti

（1934）Ben
Dawes

（1956）

Yokogawa＊d
al．

（1962）

Table　3　Measurements　of　the　adults　of　Hypoderど7どzx7冫！conoideum

（Bloch，　1872）　Dietz，　1909

（Fiχed　and　stained　specimens　；　measurement　in　mm．）

8 ．8－10．2×1
．3－1．7

7，9×1．46

．0－12．0×1
．3－2

7 ．0－10．0×1
．0－1．5

（0．23－0．3）2　（1．0－1．11＊　q：昌 髫
0 ．8－1．1×0

．44－0．5

1 ．12－1．2×0

．34－0．56

47

0 ．33－0．37　　　96×58

0 ．16×0 ．2　0．88×0 ．82　0．16×0 ．15　0．8×0 ．54　0 ．92×0 ．54　0．33－0．38

（0．16－0．3）2　（0．7－1．0）＊
－ －

0 ．15－0．16×0

．17－0．2
（OヰO ブ7）2　0．15バ）ユ831

ユ 詐

腸管分岐点 と腹吸盤前縁の中間正中線上に生殖門 が開

口し，陰 茎嚢 と子宮 に連絡する．陰茎嚢は更に貯 精嚢 と

連絡し， その大きさは630 ×230 μ を算する．睾丸は2

個あっ て，体中央 よりやや 後方に位置し，前後に配列す

る．前睾丸 は500 －800×400－560μ を算 してほぼ 楕円形，

後睾丸もほぼ同大同形 を呈す る． 卵巣 は体のほ ぼ中央に

あっ て球形をなし，そ の直径 は340 －390μ であ る．腹吸

盤と卵巣 の間は 迂 曲せる子宮 が 位 置し， その中に100

個内外の卵子あ り．卵子 は淡黄 褐色で（Fig．　3）， その一

端に卵盖 を有し，そ の 大きさ92 －128×52－76μ（61．6±6

．7×101 ．5±7 ．7μ）を算す．卵黄腺は 体側にあっ てよく

発育し， その前縁は腹吸盤のやや後方 から始 まり，体の

後端 までのびて左右ほぼ相接してい る．

本 種 の 同 定

以上 の 体制はただ冠棘を 確認でき な かっ た 以外は，

瓦祐・吋 四 回沚7ど 中の μ かoderaeinae の 尺かodera －

巴回 属 と全 く一致 する．

本属には 輿かoderaeum　conoideum ，　H ．　batanguen一

石，　H．　gnedみ凪 ど．。lainpuria，　H ．刀心，石砂阮7，召．skrjabini

，及び 瓦7 ・／がの7 種 が知 られているが，その 体

制，計測値，卵子な どを比認 すれば 双）御 五・～aeiim　conoi一

励um と完全 に一 致する．ただ本虫の冠棘 が殆 んど観察

できず，　Dawes 　（1956）が木種 の冠棘数 を47 －53　（平均49 ）

としてい る点 とい ささか異にする．し かし，本 属の吸 虫

は一般に冠棘が 比較的不 鮮明で あり， 殊にH ．　conoi－deutn

の そ れに つ い て は， 森 下・土持（1925）， 小 口

（1934），　Hsu　（1935）等は，いずれ も冠隷 極めて不鮮明で

脱落 し易く， 個体によっ ては全く観察 されない ことが多

いといっ ている．

以上 の観点 からみて，本 種をHypoderaeum 　co。贔鈿x。x

－

0 ．5－9．8×0

．4－0．6

－

0 ．34－0．39

105－120×

69－75
95－108×
61－68
92－132×
52－76

（61 ．6±6 ．7×101
．5±7 ．5）

（Ten　adults　were　eχamined　and　measured．）

（Bloch パ782 ）　Dietz・　1909　と同定する のが 妥 当と 考え

られた．

論　 議

本 種は欧州においては古 くから瀑鴨 科 の鳥類に認 めら

れ，その発育史 も明かにされ， 第一中間 宿主 はLymnea

類， 第二 中間宿主は オタ マジャクシであるこ とが報告 さ

れてい た． 又本邦 におい ても1915 年 に 杉本によって，

台湾のアヒル から検出されて7 ）／がomum 　oxycephalic

なる名 称で報告され，森下 ・上持（1925）によっ て，台 湾

産 アヒルおよびニ ワト リから多数 検出され，　H ．　conぷー

ゐ 切x として報 告された．田村・岩 田（1930 ）は大阪 のア

ヒル より，山口（1934 ）は内地 産のカモ類よ り，正垣（1935 ）

も内地産 のマガモから検出してい る． さらに森下 ・土 持

（1925 ）は・ その第一中問宿主は ヒメモノアラ ガイであ る

こ とを明 かにする とともに，そ の第二 中間宿主は特定 の

ものに限 られるこ とはない だろ うと類 推してい る．

本種は又（1935 ）によっ て，中国 の蘇州 産の鳥類 から報

告 され，　Verma 　（1936）によってイ ンド地方 の鳥類 から

も検出 されてお り，そ の分布は かなり世界的 なものと考

え られるが，本種吸虫が人 体か ら得 られた と云 う報 告は

ま だない． タイ国において は未だ雁鴨 科の鳥類 からの報

告 もない が，今回 の如 く本種吸 虫が相当 の高率 に広く住

民 の間 に夢延 しているこ とが明 かにされたこ とは，はな

はだ興味 深い．なお，同地 域にお ける本吸虫 の感 染経路

は未だ不明であるが，住民 は魚 貝類 を生食す るこ とが非

常に多い ので，こ れらのうわのある種の貝が本 虫の第二

中間 宿主 と なっ ているで あ ろう こ とは， 当然 考えられ

る．　し かしながら，本 虫の発育 史から考えて， 当地域に

おい ても，本種 メタセルカリアは貝以外 にオタマジ ャク

（151 ）
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シあるい はその他の生物などに寄生し，こ れらを介して

感染 することも 想像される． 今 後 の 研究に まちたい．

がお今回 の調 査対象 は住血吸虫症 の皮内反応に よりス ク

リーニン グされたものであるが，特に本虫寄生 と住血吸

虫 症 の皮内反 応の成績 とは，種 々検討の結果関係 ないこ

とが明 かにされた． したがっ てこの寄生率は同地域全般

にあて はまると考 えられる．また本種は元来，鳥類 を終

宿主 とす るものでは あるが， 他種の棘 囗吸虫類で既に証

明 されてい る如 く，人間 をも含めた哺乳類の体内で も充

分成長発育 し得 るこ とも充 分考えられる．

ま と め

泰国，東北部Kalasin 州 におい て，　1961 年11 月か ら1962

年1 月 の間，住血吸虫 症の流行 の有無を調 査した と

ころ，住血吸虫症感染者は 見出 されなかっ た．しかし，

本調査において ＆ ／ふZoj。。zα ゆ加＆ぶ のセルカリアに

よる皮フ炎が広く分布す るこ とが明 らかにされた．又 ，

検便に際して各種の寄生虫卵 が高率 に見出された．すな

わち　0 戸附 加rchis　vivetア池 の 虫卵は254 名中250 名

（98．5％）に，又 五油inostoma 　sp．の虫卵 が140 名（55．3

％）に見出 された．当地域で £油気）がoma　sp．　の虫卵が

見出されたのははじめてであ るので，そ の種別を決 定す

るために，駆 虫により得られた成虫 を精査 した．そ の結

果， こ れは 石油加aX 。。latidae中 の7 右ソ”iodeΓaeiuμ 属

の 月］ypodera印肌con りideum 　（Bloch，　1782）　Dietz，　1909

と同 定された．本種吸虫は元来雁鴨科 の鳥類 の寄生 虫で，

未 だ人 体寄生 例の報 告はなかっ た が，今回，泰国東 北部

におい て広く蔓延 しているこ とが明 かにされた．

本研究 に際し ては， 泰国Kalasin 廾I病院 の 院長Dr ．　S．Suppoj

はじ め多くの 職員に 大変お世話 になっ たことを

附記し， 深く感謝の意 を表し ます． 又本 虫体の同定に当

っ ては， 静岡大学教育学部伊藤二 郎教授及び北海道大学

獣 医学部山下次郎教授に種 々の御助言及 び御教示を頂い

たことに対し，厚く御礼申し上 げます．

本 論文の 要旨 は1962 年10 月 第22 回 日本寄 生虫学会

東 日本支部大会において発表し た．
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COMMON　INTESTINAL　FLUKE　IN　MAN　IN　THE
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（1 ）やt ．　of 　Par・asitology，　School げMedicin 。，C ゐ必α び，zj7・・rjjぴ，C みiba，　Japa 。。）Chamlong

HARINASUTA　 ＆ 　Pricha　CHAROENLARP

（j陥a ，／りof 　Troソ”ileal　Medicine，　University 　of　Aをj かα／

5c かnee，　Bangkok を，　Thailand ）

A　survey　for　bilharziasis　in　Kalasin　Province ，　North －east　Thailand　was　made　by　the ・authors

during　the　period　from　Nov ．　20，　1961　to　2，　Jan．　1962　under　the　sponsorship　of　WHO ．The

intradermal　test　for　bilharziasis　with　V．B．S．　antigen　prepared　from　the　adults　of　＆ヽhistoso。，αjapon

だum　was　performed　on　870　individuals ，　the　whole　population　of　5　sections ，　Ban　NongPong

，　Ban　Pone　Tong ，　Ban　Nong　Kung ，　Ban　Nong　Ban　and　Ban　Ko －Koag　in　Kalasin　Province ．511

individuals　among　them　showed　positive　or　doubtful　dermal　reactions ．　Stool　eχaminations ・by

both　direct　smear　and　AMS　Ill　concentration　technique　were　made　on　254　individuals　of　the

511 ．　The　result　of　stool　eχanimations　is　shown　in　Table　2 。

No　ova　of　Schistos。。la　sp．　were　found．　However ，　out　of　the　254　stool　specimens　the　ovaof　O

戸isthorchis　viveri・みzf　were　found　in　250　（98 ．5％ ）　and　the　ova　of　C）戸む法りrchis 　were　foundby　direct　smear　only　in

220　（86．6　％）。

The　ova　of £∂hinostoma 　sp．　found　for　the　first　time　in　this　area，　were　seen　in　140 ・

（55 ．3　％ ）　individuals．　The　ova　of　Taenia 　sp．　were　found　in　26　（10 ．2　％）　individuals。

To 　accomplish　an　accurate　species　diagnosis　of　the　ova，　3　individuals　who　showed　the　ovaof

　Echinosto 。la　sp．　in　the　feces　were　treated　with　tetrachlorethylene　and　40　adult　worms　were ・obtained

。

These　worms　were　carefully　e χamined　under　a　microscope ．　The　structure　and　measure －・merits

of　the　stained　specimens　were　shown　in　Fig ．　2　and　Table　3。

1t　was　found　that　the　shape ，　arrangement　of　the　internal　organs　and　the　size　of　thespecimens　were　completely　in　accord　with　those

　of　the　adult　worm　of　召］ypodどΓαど冫xjj！a
。，。ideum

（Bloch ，　1782 ）　Dietz，　1909，　except　in　the　indistinctness　of　the　collar　spines　of　the　£，r・ゐz・。。stoma 　sp。No

human　infections　with　 月2y戸oderaeum 　conoideum　have　ever　been　reported　anywhere ．It

was　quite　interesting　therefore　to　find　human　cases 　of　Hiか ㎡ どΓaeum　 く・りnoideum　infections 。
・1

were　prevalent 　in　North －east　Thailand．　Though　the　infection　route　of　this　parasite　has　not　beenclarified

，　it　appears　that　the　infection　may　have　occured　by　eating　raw　snails ，　which　is　thecommon　habit　in　Thailand

．

（153 ）

訝




